Fr.シュレーゲルの断片的思考―書字行為としての断片形式と「機知」概念― by 二藤 拓人
※ ホームページ等で公表します。（様式１）  





研 究 科 名 立教大学大学院 文学研究科 ドイツ文学専攻 
研 究 代 表 者 
( 2 0 1 6 年 3 月 現 在
の も の を 記 入 ) 
在籍研究科・専攻・学年 氏 名 
文学研究科・ドイツ文学・ 2 年  二藤  拓人  印  
指 導 教 員 
所属･職名 氏 名 
立教大学文学部・教授  前田  良三  印  
自然・人文 
・社会の別 
自然  ・  人文  ・  社会  個人・共同の別 個人  ・  共同   名  
研 究 課 題  Fr.シュレーゲルの断片的思考－書字行為としての断片形式と「機知」概念 －  
研 究 組 織 
（ 研 究 代 表 者  
・ 共 同 研 究 者 ）  
※ 2 0 16 年 3 月 現
在 の も の を 記 入  
在籍研究科・専攻・学年 氏 名 
 
立教大学院・ドイツ文学専攻・  













研 究 期 間 ２０１５  年度  
研 究 経 費 
(1円単位) 













〔  ドイツ・ロマン主義美学        〕 〔  脱主観的エクリチュール 〕 〔    部分と全体性 〕 
※ ホームページ等で公表します。（様式２－１）  



















































※ ホームページ等で公表します。（様式２－２）  
立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  





































※ こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間 等  
を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  
※ ホームページ等で公表します。（様式３） 


















・二藤拓人  個人口頭発表、使用言語：日本語（査読あり）  
 表題：  Fr.シュレーゲルにおける書記行為と断片形式  
―『ゲオルグ・フォルスター』を手掛かりに―  
 〔日本ヘルダー学会 2015 年度春季研究発表、立教大学池袋キャンパス、 5 月 2015 年〕  
 
・二藤拓人  個人口頭発表、使用言語：ドイツ語  
 表題：  Zäsur als  Moment der  Neutra l is ierung.  
Zur Technik  des  Schreibens im „Fragment“  Friedrich Schlegels .  
 〔日本独文学会主催第 58 回文化ゼミナール、長野県蓼科リゾートホテル、3 月 2016 年〕 
 
